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Abstract: This paper describes setting of Web server with uses thread. “prefork” is widely used all over the world. However, when 

many clients access a server, the “prefork” has the problem of using many memory and CPU. Then, we solving the problem by use 

thread based model “event”. It is one of the reasons an “occurrence” is not widely used all over the world that PHP is not thread safe. 

We solve the reason by rewriting the program to available thread. Through these methods, we construct of the event type server with 

PHP making multi thread operation possible. 

 

１． まえがき 

近年，インフラ整備が進み従来ホームページで主流

だった文字を中心としたサービスはウェブログや SNS

として利用者が増加傾向にある[1]．これらはシステム

提供者が情報提供者ではなく，利用者が情報提供者と

なっている．システムでも専門の人が構築するだけで

はなく個人でサーバを立ち上げる人が増えている． 

個人で立ち上げる場合， UNIX 系 OS を使用するこ

とが多い．今回サーバの構築に使用するのはサーバの

構築に適している[2]
CentOS を用いた．CentOS は Red 

Hat 社の Red Hat Enterprise Linux(以下 RHEL)をベース

として作られた OS で RHEL の無償公開されたソース

コードから商標や商用の要素を含まない形で構成され

ている[3]．そのため RHEL と互換がありながら無償で

利用することができる[4]．Web サーバとして構築する

に当たり，Apache HTTP Server(以下 Apache)という使用

率が高いソフトウェアを使用した． 

Apache では HTTP によるリクエストを受け付けて処

理を行う部分をモジュール化した Multi Processing 

Module(以下 MPM)というものがあり，最も使用されて

いるものが prefork である．これは後方互換性があり，

スレッドを使用していないため，スレッド非対応のソ

フトウェアを使用することができるためである．しか

し，この方式はアクセスが増えるとサーバへの負担が

大きくなる．そのため，多数のクライアントからのア

クセスを処理する場合はそれに応じた大量のメモリと

高速な CPU を用意しなければならないという問題が

ある． 

 本稿では MPM の 1 つである event での構築の前

段階として prefork をマルチスレッド動作に変更し

た worker での PHP を導入したサーバの構築につい

て検討を行った． 

２． 本論 

 MPM は HTTP によるリクエストを受け付けて処理

する部分をモジュール化したものである．CentOS を用

いる場合は以下の 3 つの MPM を使用することができ

る． 

(1)prefork 

 図 1 に prefork のイメージ図を示す．同図は前もって

子プロセス(fork)を起動させておき，クエストに応じて

子プロセスを割り当てる．リクエストがあってから子

プロセスを起動させると時間がかかるためこの手法を

用いている．  

 

 

Figure 1. Prefork model． 

 

(2)worker 

 図 2 に worker のイメージ図を示す．同図はリクエス

トに応じて必要な子プロセスを起動して，さらにプロ

セスがリクエスト数に応じてスレッドを起動し，リク

エスト処理を行う．prefork に比べて子プロセスの数が

少なく，変わりにスレッドを用いることによりメモリ

の節約ができる．  

 

 

１：日大理工・学部・子情 ２：日大理工・教員・子情 

平成 22年度　日本大学理工学部　学術講演会論文集

 1061

M-9



 

 

 

Figure 2. Worker model． 

 

(3)event 

 基本的には worker と同じだが，クライアントとの接

続が継続しているか定期的に確認を行う Keep-Alive の

手法に違いがある．Keep-Alive の処理をクライアント

からの処理を行うスレッドとは別のスレッドに割り振

って通信を処理することによりサーバへの負荷を軽減

することができる． 

 PHP を導入するに当たり，PHP はマルチスレッドを

使用した MPM のサポートを行っておらず，そのまま

の PHP ではスレッドを使用した event では起動するこ

とができない．そのため，設定用の RPM ファイルを書

き換える必要がある．表 1 に今回の RPM の追加内容を

示す．これにより，マルチスレッドを使用できる仕様

の PHP を導入することができた． 

 

Table 1. Additional content for RPM. 

 

 

 図 3にworkerと先に変更を行ったPHPを用いて構築

したサーバの接続テスト結果の一例を示す．このテス

トではリクエスト数を同時接続数の 10 倍としてアク

セスを行い，1 つ当りのリクエストを処理するのにか

かる時間を測定した．この結果では同時接続数が 100

を超えたあたりから prefork の処理時間が大きく変化

しており，300 を超えると worker の 2 倍ほどかかるこ

とからマルチスレッドを使用することによって大量に

サーバへのアクセスがあった場合の処理能力が改善さ

れたことを示している． 
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Figure 3. Stress test for access． 

 

３． まとめ 

今回，マルチスレッド環境で動作可能な PHP を導入

し，event とほぼ同じ仕様である worker での構築を行

い，接続テストにより同時接続数が 300 を超えると処

理時間が半分程度にできた．その結果，マルチスレッ

ド環境での構築を行うことにより，大量のアクセスが

あった場合のアクセス処理にかかる時間の改善を行う

ことができることを示した． 

今後は，Keep-Alive に改良を加えた event でのサーバ

の構築を行い，event，worker，prefork それぞれの環境

下でのサーバへの負担や処理時間の変換を計測し，ど

の MPM を使用すると最もサーバへの負担軽減を行う

ことができるのか検証を行う予定である． 
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